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副業奨励の先に
どんな世界があるのか？

　前回に引き続き，大企業が「副
業奨励」に舵を切る背景と，その
変化がもたらす影響について解説
していきたい。
　まず，大企業に勤める社員の立
場として，副業という機会をどう
捉えるか？　実際，この機会をチ
ャンスとして捉える者もいれば，
同じ機会が脅威として映り，思考
停止してしまう者もいるだろう。
ここで，あえて「将来起業します」
と公言する部下はかわいいか，と
いうテーマで考えてみよう（この
ように，議論を極端に振ると見え
てくるものもある）。このような
部下がいた場合，かつては，「キ
ミはうちの会社を踏み台にするつ
もりか」とネガティブに詰問した
り，「フン，青臭いことを……」
と鼻で笑ったり，あるいは飲みの
席などで「おまえ，サラリーマン
をなめんなよ」などとスゴんで説
教をするのが普通だったが，今こ
のようなスタンスをとる上司は減
ってきている。今後はさらにネガ
ティブな対応は少なくなるだろう
という時代をお分かりいただける

だろうか。

追い込まれた地方企業が
実は一歩先を進む？

　終身雇用というシステムがいよ
いよメルトダウンし首都圏の大企
業に勤める会社員は，今，危機に
直面しているが，実は，この危機
的な状況ゆえに地方企業にとって
は活路が開ける，と前回指摘した。
ここで中小企業の経営課題とその
変遷を概観することで，本質に迫
りたい（図表 1）。
　日本政策金融公庫がとりまとめ
た資料をみると，2008年秋のリ
ーマンショック以降，景気が急速
に低迷したことを受けて，「売上・
受注の停滞・減少」が深刻な経営
課題として，急浮上し，過去最高
の水準に達している。一方で，当
時は「求人難」などの他の課題は
相対的にその深刻度は低かった。
しかし，2010年頃から景気の回
復基調を受けて「売上・受注の停
滞・減少」という経営課題は減り，
相対的に「求人難」の割合が増加
している。さらに，2011年の震
災ショックを乗り越え，アベノミ
クスの本格始動を機に「求人難」
は急速に深刻化している様子がこ

の図表からは読み取れる。
　資料をとりまとめた日本政策金
融公庫は，さらに広範な調査を踏
まえ，働く場としての中小企業の
特徴を「 5つの魅力と 1つの課題」
に整理している（図表 2）。
　中小企業は，一部の働く日本人
に，生涯キャリアの経営者として
も，大企業の社員としても，「優
秀な人材」であるための場や機会
を大いに提供してくれる存在だと
いうことがお分かりだろうか。
　近年，筆者は，大企業から次世
代リーダーや後継者人材の養成に
ついて依頼を受けることが増えて
いる。そのなかで，例えば教育と
いう手段を通じた取り組みで最も
課題とされているのが「経営感覚
の醸成」であった。確かに，大企
業に勤める会社員が「組織の未熟・
未整備・規模の不利」を課題視す
るのはよく分かる。しかし，そう
言ってみたところでもう大企業に
勤めることが生涯の安泰を保証し
ないのだ。従って，生涯のキャリ
アを自分で経営するという観点に
立てば，どこで，どのタイミング
で，何をどう身につけるかは，非
常に重要な選択になる。

キャリア経営の視点なら
ハラスメントは減少する

　生涯のキャリアを自ら経営する
という観点に立つと，職場の見え
方も変わってくるはずだ。つまり，
今，目の前にいる部下が，いつ自
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分の仕事上のパートナーになるか
分からないのである。会社を辞め
て独立した個人事業主にとって，
かつて勤めていた企業から仕事の
引き合いが来るというのはありが
たいことだ。だが，そのとき，自
分がかつてハラスメントで追い込
んだ部下が案件の担当者だった
ら，まずその仕事は受注できない
だろうし，そもそもお声すらかか
らないだろう。仮に受注できたと
しても，非常にやりづらい立場に
おかれることは間違いない。
　また，「将来起業します」と公
言していた部下が実際に独立した
場合，修業を積ませてもらった職
場に恩返しをしたい，信頼できる
取引先としてメリットのある協力
関係を提案したいと考える可能性
は十分ありえる。そうしたことも
視野に入れるなら，今の職場での

仕事への取り組みや対人関係の築
き方もきっと違ってくるはずであ
る。
　ハラスメントの問題は，未成熟

な他律的なキャリア観，時代遅れ
のキャリアへの固執が引き起こし
ている，とも考えられないだろう
か。
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（資料）日本政策金融公庫「中小企業動向調査」
（暦年・四半期）
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図表 1　中小企業の経営課題の変遷

図表 2　働く場としての中小企業の特徴～ 5つの魅力と 1つの課題

★地元密着型の生活重視のライフスタイルを支える
地元には，転勤のない就職先大企業は少ない。地元志向の優秀な学生は中小企
業に集まる。

★小さな組織ゆえの昇進・昇格・枢要な地位獲得のチャンス
社内の競合が少ない〈逆スケールメリット〉あり，昇進期待は，各社員の働く
意識を高める。

★働き手の目から見て感じられる身近な経営・経営との一体感
経営者との良好なコミュニケーションは，経営の透明性を通してモチベーショ
ンを向上させる効用もある。

★社内における高い自由度と自己実現・多様なスキル獲得
社内における自身の比重の大きさと，それに伴う裁量の広がり，多能化の豊富
な機会がある。

★転職を前提とした生き方を支える受容体となる
1つの会社にとらわれない多様な職業・職種・職場を提供する役割を果たしてい
る。

★一方で，組織の未熟・未整備・規模の不利は現実的な課題
ワンマン体制・ガバナンスの不備・組合も含めた組織体制の未整備は，解決す
べき課題である。

日本公庫総研レポート No.2014-6「働く場としての中小企業の魅力」（2015年3月18日）より


